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中心市街地活性化セミナー 

九州新幹線全線開業で熊本都心部はどのように変化したか？ 

 
  

中心市街地の空間構成と 
歩行者回遊行動の調査･分析フレームワーク 

 
 

熊本大学 工学部 まちなか工房 
溝上 章志 



空間構成と歩行者通行量， 
および回遊行動の分析フレームワークの必要性 

■施設・空間関連 
 １．街路網構成・施設配置 
 ２．沿道の土地や床の用途・集積・多様性    
 ３．景観・空間デザイン 
 
■行動関連 
 １．歩行者通行量（断面交通量のカウント） 
 ２．回遊行動    （因果関係による行動の記述） 

将来の施設・空間整備はどうあるべきか？ 
 

それによって来街者はどのような行動をとるか？ 

原因 

結果 



H22年度までの歩行者通行量調査 
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１.熊本ファミリー銀行花畑支店前 10.南酒店前         19.ハッピービル前 

２.くまもと阪神～旧産業文化会館 11.山小屋ビル前       20.びぷれす熊日会館前 

３.旧産業文化会館～新市街    12.カリーノセカンド前    21.長崎書店横 

４.辛島公園地下駐車場連絡通路  13.三国屋前         22.第十美創ビル前 

５.パチンコプラザ前       14.ダイエー・櫻井總本店前  23.坂梨カメラ前 

６.新市街郵便局前        15.ファインビル前      24.並木坂（園田屋前） 

７.皆越洋服店前         16.カリーノ下通 南側入口横  25.鶴屋本館東側入口横 

８.モアーズⅡビル前       17.カリーノ下通 北側入口横  26.肥後銀行水道町支店前 

９.南日本銀行熊本営業部前    18.鶴屋本館西側入口横  
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◆中心商店街 26 地点 



歩行者通行量の広域観測 ゲートカウント調査 

事業名：商店街歩行者通行量・消費・回遊動 
    向調査、季節動向調査業務 
 
調査地点：全298地点 
 
調査員：30（＋予備2）人 
 
調査対象：歩行者(一般市民，会社員，観光客) 
 
調査日：2011年10月28日 (金)，30日 (日) 
 
調査時間：9:30～19:00(実7時間) 
     26地点は8:30～20:00(実9時間) 
 

各地点5分を上限に歩行者の断面交通量を方向別に測定し,移動しながら1時間に最大10ヶ所
の調査地点を測定する.各測定地点で得られた歩行者量を１時間換算したものを各地点の時間
平均交通量として扱う. 

調査方法 

GC調査地点図 



調査地点と調査員配置図 

調査員配置図 

従来の調査地点との比較図 



属性別の歩行者量分布 

一般市民 

-歩行者は上通と下通周辺に
集中している 
-サンロード周辺にも分布は
みられるが，局所的である 

-歩行者は上通・下通・通町
筋周辺に集中している 
-中心商業地域全域に分布が
広がっている 

-歩行者は熊本城に集中して
いる 
-わずかながら城彩苑周辺で
分布がみられる 

会社員 観光客 

分布の広がり方は限定的 分布は広範囲 局所的な分布 

総歩行者量：116,448人 総歩行者量：45,072人 総歩行者量：412,728人 

10月28日(金)の全歩行者通行量(10:00-19:00) 



一般市民の歩行者量分布(拡大) 

-平日・休日の分布に大きな差は見られない 

歩行者分布は2地区で，分布状況はそれぞれ特徴的 

-賑わいのある領域が2つ 

休日の歩行者量分布(一般市民) 平日の歩行者量分布(一般市民) 

上通り 

下通り 

平日の地点別歩行者量(一般市民) 

-中心商業地区の中でも上通・下通周辺 

-坪井川と白川に挟まれるようにして歩行者 -北部は歩行者が極端に集中している地点 

-南部は北部と比較して広範囲に一様に分布 



人の動きに関する調査結果の可視化 

休日 

多 

少 

人/日 

分布の偏り 

つなぎの弱さ 
２つの極 

熊本城と商店街中心部に２極化 

両者間のつなぎの弱さ 

桜町における分布の偏り 



街路空間構成（SS解析によるInt値）との対応 

つなぎの弱さ 

熊本城と商店街中心部のつなぎの弱さ 

Int値：ある見通せる区間へ，その他の区間から平均で何回で到達できるか
という空間の深さ（行きやすさ）を数量化した指標 



沿道土地･床利用調査(2003，2008） 

0 100 200 30050
m

0 100 200 30050
m

減少した店舗 

増加した店舗 



歩行者通行量と街路空間構成・沿道土地･床利用 

 説明変数 
歩行者通行量 

偏回帰係数 t値 

街路空間構成指標 Int値(動線モデル) 2572.95  5.61  

沿道土地・床利用指標 

AccMT -5962.61 3.22 

専門小売店 0.54 2.79 

サービス業 -0.04 1.88 

駐車場・倉庫 -0.07 1.14 

サンプル数 93 

修正済みR 0.77 

歩行者通行量は街路空間構成指標と沿道土地･床利用指標で予測可能 

しかし，歩行者通行量は回遊の結果をある断面で観測しているだけ 

観測すべきは，回遊行動 



究極の観測情報は回遊行動！ 

■調査内容 

 その日1日，中心市街地に何で来て，どこを，どういう目
的で，どのように回ったか？ 

 その際，どのお店に，何分間滞在し，何を，いくらくら
い買ったか 

 

■調査実施 

 ＊実施日：2011年10月28日(金)，30日(日) 

 ＊実施時間：①12:00～13:00 

             ②14:00～15:00 

               ③16:00～17:00 

               ④18:00～19:00 

 



調査地点（2008年，2011年） 

■中心市街地 

 自家用車駐車場 6地点 

 市電電停 3地点 

 熊電駅 1地点 

 バス停 6地点 

 自転車駐輪場 4地点 

 徒歩（SL） 4地点 

 

■熊本城周辺（2011年） 

 二の丸駐車場 

 城彩苑駐車場 

 頬当御門・熊本城シャトルバス
乗り場 

 

 

 

 

 



調査票（回遊ルート） 



サンプル数 

小計 計 小計 計

パスート 2 4 (PA RCOパーキング） K 1 2 1 1 9

パスート 2 4 (水道町本店） K 2 1 5 2 6

鶴屋駐車場 K 3 2 8 3 2

パスート 2 4 (銀座プレス） K 4 2 4 2 4

パスート 2 4 (辛島公園） K 5 2 1 1 8

市営地下駐車場 K 6 2 0 1 2 9 2 2 1 4 1

水道町電停 S1 1 7 1 8

通町筋 S2 2 0 2 6

辛島町 S3 2 3 6 0 2 3 6 7

熊電 藤崎宮前1 D1 2 0 1 8 1 8 2 6 2 6

熊本城稲荷前+郵政公社前 B1 3 6 2 0

通町筋（ びぷれす前） 1 B2 1 9 2 3

通町筋（ 手取教会前） 1 B4 3 2 3 2

水道町 B6 1 9 3 7

交通センター1 B7 2 9 1 3 5 2 4 1 3 6

草葉町駐輪場 J1 1 2 2 6

藪の内駐輪場 J2 2 3 3 4

鶴屋駐輪場 J3 2 3 2 2

辛島公園市営地下駐輪場 J4 1 8 2 0

蚕糸会館前駐輪場 J5 1 8 9 4 2 0 1 2 2

並木坂入口 T1 2 3 1 3

草葉町入口 T2 2 5 2 0

大甲橋 T3 2 0 1 9

船場橋 T4 2 0 8 8 1 9 7 1

二の丸駐車場 G1 1 9 2 5

城彩苑駐車場 G2 1 7 3 6 2 0 4 5

5 2 0

熊本城
4 0

合計（ 1 1 6 8 ） 5 6 0 6 0 8

バス

1 0 0

自転車
・ バイク

1 0 0

徒歩

8 0

自家用車

1 2 0

市電

6 0

交通手段 調査地点 地点Ｉ Ｄ

目標数

(両日同

様)

1 0 /2 8 (金) 1 1 /1 3 (日)



回遊行動の予測モデル 

10分 

パスート24水道町 

5分 

10分 

15分 



回遊継続・活動・店舗の選択モデル 

Level 3: 店に魅力があれば，その店までの所要時間が短ければ，行くでしょう 

Level 2: それまでにその活動（飲食）をしていれば，同じ活動はしないでしょう 

Level 1: 現在の時刻が遅ければ，家が遠ければ，帰宅するでしょう 



回遊行動シミュレーションによる予測 



政策分析の可能性 

１．どこに，どのような業態の，どのくらいの規模
の施設を配置すれば・・・ 

２．裏道などの街路網を上手く整備すれば・・・ 

３．広場や空間デザインを工夫すれば・・・ 

４．横断歩道橋を平面の歩道にすれば・・・ 

５．・・・・ 

１．立ち寄り店舗，経路が予測能 

２．滞在時間（や消費額？）も予測可能 

３．歩行者通行量も予測可能 

予測 整備案 


